
(協)Ｍａｓｔｅｒｓ・山伸工業㈱ 土留部材引抜時同時注入工法 全国展開事例 

 

                 工法概要 

                  本技術は鋼矢板引抜工において、周囲に構造物や埋設物がある場合、引抜時に 

発生する空隙への土砂の移動による地盤沈下を防ぐ為、空隙が発生すると同時に事 

前に取付けておいた注入管の先端より固化剤を充填する。これにより構造物や埋 

設物が、空隙による地盤変位の影響を受けること無く矢板を回収することが出来 

る。また、回収することにより将来的に再掘削障害の除去ができ、さらには、再 

利用によって資源の減少も防ぐことができる 

成果； 開発約 3年間で 6件の実績が組合加入後 2年間で 30件に至った。 
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Mastersでサポートしたこと 

（サポートその 1） 

国土交通省など Mastersの顧客の人脈を活かして積極的に発注者の意見をヒアリングなどで集めて、

設計提案する条件設定や価格設定などを見直した。 

（サポートその 2） 

 発注者などの意見からコスト削減の必要性を山伸工業に説明し、工法改良特許を出願取得し、コスト

削減を実現した。 

（サポートその 3） 

 土留部材同時注入工法研究会の窓口を Mastersに移設し、事務局運営を行った。営業から工事着工ま

での窓口はMastersで担当した。 

（サポートその 4） 

 問合せ案件が増加したため、インターネット回線を利用した Masters情報サイトを運営し、問合せ案

件を一元管理しＭａｓｔｅｒｓ関係者と情報共有した。 

 

（サポートその 5） 

 Mastersとして、研究会員を募り、4社を確保した。 
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